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学長のリーダーシップの下、大学の特徴ある研究を
基盤として、全学的な独自色を大きく打ち出す取り組
みを行う私立大学に対し、施設費・装置費・設備費と
経常費を一体的に支援するもので、各大学の特色化・
機能強化の促進を目的としています。東北学院大学は、

「東北における神学・人文学の研究拠点の整備事業」と
の事業名で平成28年11月22日に採択されました。

　東北学院大学
私立大学研究ブランディング事業推進室

〒980-8511　宮城県仙台市青葉区土樋1-3-1

TEL / FAX：022-264-6547
E-mail： branding@mail.tohoku-gakuin.ac.jp 
URL： http://www.tohoku-gakuin.ac.jp/theology/

お問い合わせ

TG Grand
Vision 150

東北における神学・
人文学の研究拠点の

整備事業

大学改革の重点
項目

•建学の精神に基づく
キリスト教教育

•教育の質的転換
•グローバル化対応

（1）ビジョン

（2）基本戦略

（3）基本構想

（4）実行計画

財政計画

経営理念

ミッション

•東北学院の文化財（礼拝堂）
と礼拝の市民への公開
•神学（キリスト教学）を基礎
とする人文学および全学カ
リキュラムの再編成
•物質文化としての地域性の
開発
•物質文化とキリスト教につ
いての連続国際シンポジウ
ム開催

地域性とキリスト教物質文化
–東北におけるキリスト教–

本学文化財（デフォレスト
館、ラーハウザー礼拝堂、
ステンドグラス）に基づく
総合的学際的研究
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文部科学省私立大学研究ブランディング事業とは
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東北における神学・人文学の研究拠点の整備事業概要



東北学院大学学長　松本宣郎

東北学院の三校祖、押川方義、W・E・ホーイ、
D・B・シュネーダーによる東北学院の建学の精神
は、宗教改革の「福音主義キリスト教」の信仰に
基づく「個人の尊厳の重視と人格の完成」の教育
である。

押 川 方 義 W・E・ホーイ D・B・シュネーダー

事業概要

本事業は東北学院が有するキリスト教の文化財を軸と
し、神中心の神学と人間中心の人文学とを綜合する研究
拠点の確立を目指す。TG Grand Vision 150に示された「福
音主義キリスト教」を基とする建学の精神を周知させ、
その精神に根差した人材の育成を推進する。本事業によ
り、地域社会を人的かつ知的に支える大学という本学が
目指す大学像を可視化し、それを更に強固なものとする。

事業内容

⃝ラーハウザー記念礼拝堂ステンドグラスの修復・調査

⃝19世紀ステンドグラス研究（中世主義、Medievalism）

⃝神学研究（福音主義の起源を探る）

⃝人文学研究（土着と超越について）

⃝地域研究（物質文化とは何か）

⃝中世関係図書の整備

⃝公開講座、シンポジウムの開催

⃝ラーハウザー記念礼拝堂における礼拝の市民への公開

⃝ブランディング通信「水曜通信」の発行

⃝人文学と神学についての
　綜合的シンポジウムと出版

東 北 学 院 の 礎 を 築 い た 三 校 祖

学長のご挨拶

東北学院大学は、1886年に創設された仙台神学校を源
とし、130有余年にわたってキリスト教を基盤とする人間
教育を行って来た。1949年新制大学を設置して、今は高
等教育機関の役割を担い、６つの学部を擁する東北最大
の私立大学である。就中キリスト教学、英文学を代表と
する人文学の伝統をもち、幾多の研究業績を生み出して
きた。2016年度、新しく文部科学省が打ち出した私立大
学研究ブランディング事業に採択された。これは各私立
大学の研究の土壌があって初めてなしうるテーマを、地
域性を生かして、世界の研究者とも連携して遂行するも
のである。

本学がまず第一に止目したのは、アメリカの改革派教
会の支援によって建てられたために与えられた多くの文
化遺産の中でも貴重な「キリスト昇天のステンドグラス」
であった。３校祖の一人D.B.シュネーダーが英国工房に
発注して設置されたステンドグラスの研究・修復を手始
めに、多彩に事業を展開してゆきたい。大切にするコン
セプトは、地域市民と成果を共有しつつ、事実と芸術の
価値と美しさを発見し、味わうことだと考えている。公
開のシンポジウム、ステンドグラスを仰ぎながらオルガ
ンと讃美歌、聖書の言葉に心をゆだねる月一度の夜の礼
拝が企画され、歩み出している。

学都仙台の中心で展開される、東北学院大学のこの事
業にご招待申し上げる。

事業目的

近年、本学のラーハウザー記念東北学院礼拝堂のステ
ンドグラスが、19世紀イギリスにおける指導的な工房であ
るヒートン・バトラー＆バイン（Heaton, Butler & Bayne）
工房の制作であることが判明した。同礼拝堂を調査研究
することにより、本学の文化財を日本近代のキリスト教
史の中に位置づける。また、礼拝堂を広く市民に公開す
ることにより、地域に開かれた大学を確かなものにする。
本事業は以下の三つの分野によって推進される。

◆ 神学
建学の精神である「福音主義キリスト教」に関する歴

史的研究を通して、現代における福音理解の展開を探る。
また、キリスト教の物質文化の意義を再度、捉えなおす。

◆人文学
すべての科学の基礎としての神学を踏まえつつ、人文

学研究を展開する。「地域と世界」「土着と超越」などの
個別研究に取り組む。

◆地域研究
東北に残る様々な習俗や儀礼に関する研究を通して、

それらを物質文化として捉える視座を提供する。また、
東北におけるキリスト教の歴史的研究に取り組む。
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